
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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平
成
十
七
年
十
二
月
議
会
定
例
会
は
十
二
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
四
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
に
お
き
ま
し
て
は
、
条
例
改
正
他
一
般
会
計
、

特
別
会
計
等
、
十
一
議
案
に
対
し
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
　
十
二
月
議
会
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
可
決

伐
等
も
話
題
と
な
り
、
参
加
者
は
当
初
の

予
想
し
て
い
た
人
数
の
十
倍
以
上
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
横
浜
市
民
が
、
い
か
に
道

志
川
の
水
を
貴
い
水
と
し
て
必
要
と
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
感
じ
ま
し
た
。そ
こ
で
、

今
後
は
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林

整
備
の
手
伝
い
だ
け
で
な
く
、
水
質
を
保

全
す
る
た
め
の
道
志
川
の
美
化
活
動
に
つ

い
て
も
協
力
を
依
頼
で
き
な
い
も
の
か
と

考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ

る
時
に
は
、
道
志
村
と
し
て
の
受
け
入
れ

態
勢
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

二
　
農
産
物
販
売
対
策
、

農
業
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て

現
在
、
農
地
の
遊
休
地
は
年
々
増
加
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
状
況

下
に
お
い
て
、
道
の
駅
に
出
荷
し
て
い
る

生
産
者
に
よ
る
も
の
が
、
多
少
で
は
あ
り

ま
す
が
歯
止
め
対
策
と
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
現
在
、
出
荷
し
て
い
る
生

産
者
は
平
均
年
齢
六
十
五
歳
以
上
の
人
が

頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
数
年
後
を
考
え
る

と
、
今
の
よ
う
な
地
元
産
の
野
菜
や
漬
物

等
を
求
め
て
来
て
く
れ
る
客
層
に
対
応
し

て
い
け
る
か
、
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
出

荷
で
き
る
野
菜
作
り
や
後
継
者
育
成
な
ど

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、村
内
で
の
農
産
物
の
生
産
拡
大
、

議
案
第
七
十
二
号

道
志
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
七
十
三
号

道
志
村
個
人
情
報
保
護
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
七
十
四
号

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
の
規
約
中
変
更
の
件

議
案
第
七
十
五
号

中
央
市
の
設
置
並
び
に
中
道
町
及
び
上
九
一
色
村
の
区
域
の
一
部

を
甲
府
市
に
編
入
す
る
こ
と
並
び
に
上
九
一
色
村
の
区
域
の
一
部

を
富
士
河
口
湖
町
に
編
入
す
る
こ
と
に
伴
う
山
梨
県
市
町
村
議
会

議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
七
十
六
号

小
淵
沢
町
を
北
杜
市
に
編
入
す
る
こ
と
に
伴
う
山
梨
県
市
町
村
議

会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
七
十
七
号

甲
府
市
、
中
道
町
及
び
上
九
一
色
村
区
域
の
一
部
の
合
併
に
伴
う

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
財
産
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
七
十
八
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
回
）

議
案
第
七
十
九
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
四
回
）

議
案
第
八
十
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
回
）

議
案
第
八
十
一
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
観
光
施
設
等
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
四
回
）

議
案
第
八
十
二
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
回
）

一

般

質

問

十
二
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
一
名
よ

り
一
般
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
の
趣
旨
と

こ
れ
に
対
す
る
村
長
な
ど
執
行
部
の
答
弁

の
趣
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

経
済
建
設
常
任
委
員

山
口
　
達
夫

一
　
道
志
川
の
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て

去
る
十
一
月
二
十
七
日
に
横
浜
市
で

「
豊
で
お
い
し
い
水
を
未
来
ま
で
」「
横
浜

市
民
の
手
で
水
源
の
森
を
守
り
ま
す
」
と

す
る
内
容
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
、
村
長
も
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出
席
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
私
も
参
加
し
、

主
催
者
の
中
田
市
長
の
あ
い
さ
つ
に
お
い

て
も
水
源
地
の
大
切
さ
を
痛
切
に
感
じ
、

ま
た
、
村
長
、
金
近
水
道
局
長
を
含
め
て

四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
現
在
、
村
内
で
行
わ

れ
て
い
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
間



（３）

農
産
物
の
出
荷
及
び
販
売
対
策
、
農
業
後

継
者
の
育
成
等
に
つ
い
て
、
行
政
の
考
え

方
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
大
田
村
長

「
道
志
川
の
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
」
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
去
る
十
一
月
二
十
七
日
に
横
浜

市
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
「
豊

か
で
お
い
し
い
水
を
未
来
ま
で
」
で
は
水

の
大
切
さ
が
参
加
者
に
伝
わ
り
、
改
め
て

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
の
重
要
性
を

再
認
識
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
道
志

村
は
合
併
せ
ず
に
単
独
存
続
が
決
定
し
て

お
り
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
村
に
と
っ
て

横
浜
市
か
ら
の
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の

支
援
は
願
っ
て
も
な
い
事
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

現
在
ま
で
の
横
浜
市
民
の
皆
様
に
よ
る

河
川
清
掃
へ
の
参
加
状
況
は
、
平
成
五
年

か
ら
「
水
と
緑
の
防
衛
隊
」
延
七
二
〇
名
、

平
成
九
年
か
ら
の
「
市
職
員
新
任
研
修
」

延
二
〇
〇
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

収
集
さ
れ
た
ゴ
ミ
も
推
計
延
二
ト
ン
と

思
わ
れ
、
道
志
川
の
水
質
保
全
に
と
り
大

き
な
効
果
が
で
て
い
る
事
は
揺
る
が
な
い

事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
を
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
道
志
川
の
美
化
活
動
に

ご
協
力
願
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
変
に
あ

り
が
た
い
事
で
す
し
大
歓
迎
で
ご
ざ
い
ま

す
。道

志
川
の
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

の
受
け
入
れ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ゴ

ミ
処
理
に
関
係
す
る
経
費
を
予
算
措
置
す

る
事
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
道
志
村

漁
業
協
同
組
合
等
の
各
種
団
体
と
連
携

し
、
熟
慮
す
る
中
で
前
向
き
に
受
け
入
れ

体
勢
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

●
産
業
観
光
課
長

二
番
目
の
質
問
で
す
が

農
山
村
を
マ

ク
ロ
的
に
視
る
と
、
食
料
等
の
生
産
の
場

の
み
な
ら
ず
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵

養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の

形
成
、
文
化
の
継
承
等
々
多
面
的
機
能
の

発
揮
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
生
産
・
生

活
の
場
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
都
市
住
民

に
も
開
か
れ
た
国
民
共
有
の
財
産
と
し
て

次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。今

年
三
月
政
府
は
、
食
料
・
農
業
・
農

村
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま

え
、
五
年
前
に
策
定
し
た
基
本
計
画
を
見

直
し
、
今
後
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
や
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
新
た
な
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」を
策
定
し
、

従
来
の
品
目
別
の
価
格
・
経
営
安
定
対
策

を
中
心
に
し
た
政
策
か
ら
、
集
落
営
農
を

含
め
た
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担
い
手
の
経

や
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
既
存
作
物
の
栽

培
・
作
期
の
拡
大
に
よ
り
、
特
に
葉
物
の

少
な
い
冬
季
栽
培
も
推
進
し
、
四
季
に
亘

る
安
定
的
出
荷
体
制
を
進
め
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
道
志
村
に
お

け
る
農
産
物
は
、
生
産
量
、
出
荷
量
と
も

市
場
競
争
が
難
し
い
の
で
、
販
売
の
戦
略

と
し
ま
し
て
も
、
地
産
地
消
の
推
進
の
面

か
ら
も
、
道
の
駅
ど
う
し
等
を
中
心
と
し

た
販
売
が
主
力
で
あ
る
だ
ろ
う
し
、
農
業

後
継
者
の
育
成
は
誠
に
難
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

当
面
は
男
女
を
問
わ
ず
団
塊
の
世
代
の

リ
タ
イ
ア
組
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
と
か
、

そ
れ
か
ら
現
在
農
業
委
員
に
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
農
地
の
貸
し
付
け
意
向
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
、
都
市
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
へ
の
農
地
貸
付
け
、
地
域
毎
の
共
同
営

農
の
推
進
に
よ
り
ま
し
て
農
地
の
保
全
、

活
用
を
図
る
こ
と
も
方
策
の
一
つ
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

農
業
が
元
気
で
な
い
と
地
域
に
活
力
は

生
ま
れ
な
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
何

と
言
っ
て
も
農
業
振
興
は
、
組
織
力
・
生

産
力
・
意
欲
が
基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
住
民
と
農
業
団
体
、
行
政
と
が
一
体

と
な
り
ま
し
て
協
働
し
て
農
業
の
推
進
に

あ
た
る
事
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員
各
位
に
置
か
れ
ま
し
て
も
農
業
振
興

に
益
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
し
て
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

営
を
支
援
す
る
政
策
へ
と
見
直
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
山
梨
県
に
お
き
ま
し
て
も
「
や

ま
な
し
農
業
・
農
村
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
首
都
圏
に
近
い
と
い
う
立
地

条
件
を
生
か
し
た
農
業
の
振
興
と
、
新
鮮

で
安
全
な
農
産
物
の
提
供
を
は
じ
め
、
収

益
性
の
高
い
農
業
経
営
体
の
育
成
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
道
志
村
の
農
業
を
視
る
と
き
、

傾
斜
地
が
多
く
、
狭
く
や
せ
た
耕
地
、
短

い
日
照
時
間
、
高
齢
化
、
担
い
手
不
足

等
々
、
道
志
村
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
非
常
に
厳
し
く
、
多
地
域
に
比
べ
て
非

常
に
厳
し
い
農
業
の
立
地
条
件
下
に
置
か

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
道
志
村
内
に
お
け
る
農
業
振
興

の
方
向
性
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

は
、
都
市
住
民
と
の
友
好
・
交
流
の
増
大

に
よ
り
ま
す
。

遊
休
農
地
を
生
か
し
た
体
験
農
業
、
体

験
林
業
な
ど
の
体
験
学
習
型
農
林
業
の
振

興
を
図
る
こ
と
、
農
業
生
産
体
制
も
減
農

薬
、
減
化
学
肥
料
栽
培
等
を
導
入
し
た
環

境
保
全
型
農
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
、
さ

ら
に
は
、
ク
レ
ソ
ン
等
の
特
産
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
る
た
め
に
も
組
織
の
再
構

築
、
販
路
の
一
本
化
、
新
規
参
入
者
の
支

援
、
農
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
等

も
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
生
産
物
に
付
加
価
値
を
付

け
た
加
工
品
の
開
発
、
新
規
作
物
の
導
入
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平
成
十
八
年
一
月
九
日
道
志
村
民
グ
ラ

ン
ド
を
会
場
に
道
志
村
消
防
団
員
　
一
九

七
人
の
参
加
で
、
新
春
恒
例
の
道
志
村
消

防
団
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
和
彦
総
指
揮
官
の
号
令
に
よ
り
規

律
あ
る
分
列
行
進
、
池
谷
高
明
団
長
の
訓

示
、
大
田
村
長
挨
拶
・
新
入
団
員
代
表
の

山
元
智
司
さ
ん
の
力
強
い
宣
誓
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
感
謝
状
と
表
彰
が
お
こ
な
わ

れ
た
後
、
機
械
器
具
点
検
及
び
服
装
点
検

を
お
こ
な
い
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を
第
二

分
団
第
一
部
と
第
四
分
団
第
一
部
の
団
員

が
寒
中
の
中
で
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

来
賓
の
挨
拶
を
山
梨
県
消
防
協
会
長
さ

ん
を
始
め
、
県
議
会
議
員
、
村
議
会
議
長

さ
ん
等
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
消
防
団
活

動
が
今
後
火
災
、
自
然
災
害
等
あ
ら
ゆ
る

災
害
か
ら
大
切
な
住
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
住
民
が
安
全
、
安
心
な
住
み
よ
い
地
域

で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
消
防
団
活
動
事
業
に

期
待
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
の
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

感
謝
状
の
贈
呈

山
梨
県
消
防
協
会
感
謝
状

①
退
職
団
長
感
謝
状
　
　
大
田
　
博
文

（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
）

②
火
災
早
期
発
見
者
　
　
加
藤
み
勢
子

（
平
成
十
六
年
十
二
月
十
三
日
）

③
火
災
早
期
発
見
者

渡
辺
　
英
勝

（
平
成
十
七
年
七
月
十
日
）

④
火
災
早
期
発
見
者

徳
重
　
文
雄

（
平
成
十
七
年
七
月
十
日
）

表
　
彰

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

甲
種
功
労
章

水
越
正
明

乙
種
功
労
章

水
越
嘉
光
、
佐
藤
英
樹
、
山
口
正
信

山
口
主
徳
、
池
谷
寿
男
、
長
田
州
弘

山
梨
県
消
防
協
会
東
部
支
部
長
表
彰

支
部
長
表
彰

佐
藤
利
一
、
佐
藤
隆
秀
、
山
口
直
仁

杉
本
善
美
、
佐
藤
正
夫
、
水
越
一
光

山
梨
県
富
士
北
麓
・

東
部
地
域
振
興
局
長
表
彰

消
防
功
労
者

佐
藤
益
弘

都
留
警
察
署
長
及
び

山
梨
県
防
犯
協
会
都
留
支
部
長
表
彰

杉
本
明
美
、
佐
藤
勇
二
、
佐
藤
万
寿
人

佐
藤
建
蔵
、
水
越
嘉
光

道
志
村
長
表
彰

特
別
功
労
賞
（
三
十
年
勤
続
）

大
房
保
夫

道
志
村
消
防
団
長
表
彰

永
年
勤
続
章
（
二
十
年
勤
続
）

出
羽
達
彦
、
佐
藤
英
樹

勤
続
章
（
十
五
年
勤
続
）

佐
藤
建
蔵
、
湯
川
和
則
、
佐
藤
貢
三
　

山
口
哲
央
、
山
口
勝
二
、
志
村
真
樹
　

佐
藤
　
進
、
佐
藤
明
仁
、
佐
藤
敬
章
　

山
口
時
彦
、
池
谷
芳
彦
、
水
越
克
伸

優
良
章
（
十
年
勤
続
）

佐
藤
義
幸
、
菅
谷
勝
己
、
池
谷
慎
司
　

杉
本
和
也

精
勤
章
（
三
年
勤
続
）

佐
藤
靖
行
、
杉
本
正
人
、
山
口
　
昇
　

山
口
博
信
、
渡
辺
和
貴
、
佐
藤
友
和
　

杉
本
　
稔
、
杉
本
純
哉
、
杉
本
高
一
　

池
谷
修
一
、
長
田
　
聡
、
柏
村
承
徳
　

水
越
彦
衛

平
成
十
七
年
度
　
新
入
団
員

山
本
智
司
、
山
口
洋
久
、
加
藤
源
正
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祝　成人おめでとう 
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平
成
十
八
年
一
月
八
日
道
志
村
中
央
公
民
館
に
お

い
て
道
志
村
成
人
式
が
開
催
さ
れ
成
人
を
迎
え
ら
れ

た
三
十
三
名
の
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
多
数
の
来
賓
を
向
か
え
新
成
人
の
紹
介
、

大
田
村
長
の
式
辞
を
は
じ
め
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
新

成
人
と
な
っ
た
方
に
祝
福
の
こ
と
ば
が
送
ら
れ
ま
し

た
。又

、
善
之
木
地
区
の
杉
本
麻
里
さ
ん
が
新
成
人
を

代
表
と
し
て
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、

新
し
い
時
代
を
担
う
若
者
と
し
て
の
決
意
と
自
信
に

満
ち
溢
れ
会
場
か
ら
祝
福
の
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
お
い
て
は
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
シ
ャ

ン
ペ
ン
で
乾
杯
し
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
幼
少
時
代

の
時
か
ら
の
写
真
が
上
映
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
懐
か

し
い
映
像
に
笑
い
と
歓
声
が
上
が
り
、
成
人
式
も
厳

粛
か
つ
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
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杉本麻里さんから誓いの言葉



平成18年２月１日（６）

第
十
九
回
新
春
の
富
士
山
麓
を
走
る
道

志
渓
谷
〜
山
中
湖
畔
〜
忍
野
八
海
駅
伝
競

走
大
会
が
、
一
月
八
日
道
志
村
役
場
前
に

お
い
て
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
主

催
の
南
都
留
陸
上
協
議
会
流
石
会
長
の
挨

拶
を
は
じ
め
、
道
志
村
長
等
か
ら
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
都
留
第
二
中
学
校
の
飯
島
崇

弘
さ
ん
が
、
選
手
宣
誓
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。午

前
十
時
大
田
村
長
の
号
砲
の
合
図
で

役
場
前
を
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

中
学
生
、
壮
年
、
一
般
の
各
部
門
に
よ

り
忍
野
村
役
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
五
区
間

で
競
い
ま
し
た
。

今
回
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優
　
勝

一

般

男

子
　
　
桂
高
等
学
校
Ａ

一

般

女

子
　
　
桂
高
等
学
校
Ａ

中
学
校
男
子
　
　
都
留
二
中
Ａ

中
学
校
女
子
　
　
都
留
二
中

沿
道
で
の
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

道
志
渓
谷
〜
山
中
湖
畔
〜
忍
野
八
海

駅
伝
競
走
大
会
の
開
催

寒い季節こそ、子ども達と一緒に室内遊びをしましょう。下記の日時と場所で実施していますので、

ぜひお出かけください。

※対象者　保育所入所前のお子さんと保護者

2月の予定です

日　時　　２月　7・14・21・28日　午後２時～４時まで

場　所　　福祉センター

お願い　　遊んだ後はみんなで一緒に片づけをしましょう。

2月21日は育児教室で【キッズヨガ】の体験をしてみませんか？

ヨガは大人だけ・・・と思われていませんか？「キッズヨガ」は、簡単な

ヨガのポーズをしながら、柔軟性を高め、親子のコミュニケーションを図る

事も出来ます。ぜひご参加ください。

参加申込みは、2月14日までに・・

役場住民健康課　母子保健担当の山口までお待ちしております。

TEL 52－2113（内線　120）

育児教室からお知らせ  育 児 教 室 からお 知らせ  育 児 教 室 からお 知らせ  

開　会　式

スタート


